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Ⅰ 事業の概要（地域の実情含む） 

  八幡平市は、岩手山や十和田八幡平国立公園を有

し、様々な火山型や火口湖（八幡沼が代表）・火口

原湖、泥火山・火山地獄などの火山活動が見られる。

山腹から山頂付近まで様々な温泉が多数あり、スキ

ー客とともに観光客は絶え間ない。また、本学区の

平舘地区は、平成２５年９月の台風１８号による豪

雨などにより、大きな被害が発生している。 
  そこで、地域で想定される火山噴火や豪雨による

浸水や土砂災害などについて、学区で起こりうる危

険箇所を知り、どのように避難することが安全であ

るかを学ばせたいと考え、本事業を展開した。 
 

Ⅱ 取組の概要 

１ 復興教育年間計画の作成と活用（小中連携） 

   校区にある西根第一中学校の年間計画に合わせ、 

９年間を見通して３つの教育的価値【いきる】【か

かわる】【そなえる】を育てることをねらいとし、 

次の３点に留意しながら年間計画を作成した。 

□ 『いわての復興教育副読本』の活用と具体の９

項目の位置付け 

 ・ 本校の復興教育計画をもとに学校重点目標、

具体の９項目と関連する教科を位置づけ、さら

に教科横断的な視点から関連する教科領域も

計画に位置付けた。 

□ 復興教育月間の設定 

  ・ 中学校の復興教育月間と時期を合わせての取      

   組。 

□ 体験学習の位置付け 

  ・ 被災地訪問 

  ・ 防災講演会 

  ・ ＤＩＧ学習 

  ・ ＨＵＧ学習体験 等 
 ２ 被災地訪問 
  被災地である田老地区を、５年生が訪問した。 
ガイドの説明を聞きながら見学したり、宮古市立 
崎山小学校の５年生と交流したりした。 
この被災地訪問を通して、実際に被災地を見た 
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り、明るく元気に活動している同世代の児童との 
触れ合いを通したりして、命を大切にする気持ち 
や郷土岩手県を愛する気持ち、防災に対する意識 
が高まった。 

  ＜児童の感想＞ 
 実際に行って話を聞くと、震災津波は大変な 

ことだったことがわかりました。復興がなかな 

か進んでいないこともわかりました。交流した 

学校の人たちと、今後も交流を続けたいと思い 

ました。 

３ 防災講演会「災害から命を守る」 
５・６年生児童と保護者を対象に、岩手県総合 
防災室地域防災サポーター１名を迎えて講演会を 
実施した。 
災害に備えて身に付けておくべきこと等、防災 
意識の向上を図ることを目的とした。 

  ＜児童の感想＞ 

災害の種類やどう備えればよいかを知るこ

とができました。自分が考えもしない所が、実

は危険だということも分りました。 

 ４ ＤＩＧ学習（災害図上訓練） 
５・６年生児童を対象に、岩手県総合防災室地 
域防災サポーター１名を迎えて実施した。 

  災害に備えて、身に付けておくべきことを再度 
学習し、避難時に気を付けることを地図上で学習 
した。 

＜児童の感想＞ 

① 今日学んだことは、いつも登下校の時に何 

気なく通る道も災害が起きれば、いつもと違

う景色になるということです。用水路が氾濫

したり、物が倒れたりすることもあります。

危険な所がどこかを知ることができました。 

② 災害が起きた時、どこに逃げればよいか、 

どのように対処すればよいかなどを学ぶこ

とができました。家に帰ったら、お家の人に、 

今日どんなことを学んできたか、どうしたら 

よいかを話したいと思いました。 

５ HUG学習体験（小中連携） 
西根第一中学校で行われた避難所運営実習に、 
避難者として参加し、避難者としての体験と中学 
生の運営者としての動きを参観した。 

＜児童の感想＞ 
実際に避難してみると、座る場所が狭かった

り、自由に動けなかったりして大変でした。中

学生が、いろいろなことで動いていたので、す

ごいと思いました。自分も中学生になったら、

頑張りたいです。そして、災害が起きて避難し

た時は、自分も何か役立つことをしたいと思い

ました。 
６ 先進校視察 
宮城県石巻市立北村小学校を訪問し、児童にど

のような力を付け、どのような計画を立てている
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のかを視察した。 
  本校から校長と担当者の２名が視察した。 
総合的な学習の時間「北村地区安全調査隊」の

防災マップ発表会を参観した。地域の方と一緒に、

割り当ての地区の防災施設や危険箇所を調査し、

作製した防災マップをポスターセッション形式で

発表していた。発表の中で、一緒に調査した方か

らさらに詳しく説明があったり、感想等の意見を

頂いたりしていた。 
「防災マップ発表会」を通して、郷土の自然と

暮らしを知るという視点がとても参考になった。

普段から地域とのつながりを大切にし、地域人材

を活用しながら防災教育を展開していることが重

要だと改めて実感することができた。 
市教委と学校が一体となって防災に取り組む組

織「地域防災連絡会」を要とし、地区毎に石巻市

の防災訓練へ向けた取り組む体制が整備されてい

た。また、社団法人「みらいサポート石巻」から

の人的サポートや学区の大判地図の提供等、他機

関との連携により活動が支えられていた。 
７ 地域への復興教育に関する情報の発信 
  地域・保護者との連携を広めるため、今年度４

回、校報に学校での取組の様子を掲載し、地域及

び保護者に配布した。 

 

Ⅲ 取組の成果と課題 

１ 成果 

（１）指導について 

教科横断的な視点から、復興教育との関連を

図り、「いわての復興教育」３つの教育的価値か

ら９項目に重点を置いた。校内研究会を通して

関連する教科領域を明らかにすることができた。 

また、『いわての復興教育読本』について、

指導学年や指導時期について改善が図られた。

具体の９項目については、指導案の本時展開に

盛り込むことにより、復興教育の視点との関連

を意識して指導することができた。 

（２）児童の意識について 

    本校児童の災害への意識を調査するため、４

月と１１月に「大きな災害に遭う可能性がある

と思うか」という意識調査を実施した。 

    ４月の調査では、ほとんどの児童が「災害が

こない」「考えたことがない」と回答していた。

しかし、１１月の調査では、８７％の児童が「災

害に遭う可能性がある」と回答した。 

復興教育月間において、重点的に各教科領域

との関連を意識した指導を展開したことや、被

災地訪問、防災講演会、ＤＩＧ実習やＨＵＧ実

習等の体験活動により、取組前と比較すると、

児童は、災害に対して、より自分事として捉え

ることができるようになった。西日本での台風

21 号の被害や北海道での胆振地方の地震被害

についても、被災地の方々に寄り添う考えをも

つ児童の姿が多く見られるようになった。 

（３）小中連携について 

  西根第一中学校で行われた避難所運営実習に

参加することで、中学校区の各校の復興教育担

当者が情報交流する場を設けることができた。

計６回避難所運営実習への参加の仕方や各校の

復興教育の取組について情報交流を行った。来

年度以降も継続することで更に連携を図りたい。 

２ 課題 

 （１）復興教育年間計画の見直し 

    今年度の実践をもとに、今後も継続して見直

しを図り、より効果的な年間計画にしていく。

そのために、教科や領域と防災教育の関連に関

する研修の充実を図る。 

 （２）家庭や地域との連携について 

    ＤＩＧやＨＵＧ実習、避難訓練等において、

家庭や地域の協力を得ながら、一緒に取り組む

方法を今後も模索していく。 


